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特定非営利活動法人 ス トップ結核パー トナ~ン ップ日本
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事業の成果
19年は、G20大阪サミット首脳宣言、G20サ ミット保健大臣会合成果文書へ 「結核」を入れ込む様々な努
世界結核議連 (01obal TB Caucus)と 連携をして行った。結果、首脳宣言、保健大臣会合成果文書とも
結核」明記されたことは大きな成果であつた。また、TICAD7では、様々な国際機関や団体パー トナーと
をし、公式サイ ドイベント「結核対策におけるデータイノベーションの最前線」を開催。様々な立場か
論ができ、結核終息に向けてデジタル技術、データ活用の重要性を再確認、共有できた。海外からの結
入が課題となっているが (20代結核患者の60%が外国生まれ)、 結核予防週間では、海外からの感染症
入する入口である成田空港で、千葉県、千葉市、ちば県民保健予防財団、結核予防会と連携 し、
活動を行つた。チーバ君やン~ル坊や (結核のキャラクター)が登場し、多くの注目を集め、結核の正
知識を周知し、結核に対して興味関心を得ることができた。しい

事業名 事 業 内 容 実 施
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場 所

従事

者
の人
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受益対象者
の範囲及び
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金額

(千円)

発 世界結核デー 全国結核

対策推進会 ポスター

展 示

O H3■壼12登窒菌望宣担調査
年報集計結果__工者会見
結核登録者情報調査年報

集計結果の解説

日本の低蔓延化とLTBI

治療
コメント  厚

労省結核感染症課課長
記事 共同通信 8/26、 毎
日8/26、  朝日8/26、

8/27、 読売 (読み ドクタ
ー8/27)

O菫 核予堕週圃二おける
成田空港ェ:の啓発活動

主催 :STBJ、 結核予防会

後援 :厚生労働省、千葉

県、千葉市、ちば県民保

健予防財団、全国結核予

防婦人団体連絡協議会

13/8

8/26

9/25-27

彫

クル トホー

厚生労働省

記者会

成 田国際空港

本館旅客ター

ミナル ヒ
゛
ル

本館3F カー

ブサイ ド側

1

13

2

一般

結核 医療従事

者

一般

一般

1,927



目的 :海外からの結核流入

が課題 となっている中で、

海外から感染症が流入する

入 り口であり、人の多く集

まる成田空港で啓発活動を

実施 し、感染症に注意が必

要なこと、結核の海外から
の流入が増加 していること

もメンセ~ジの 1つ としな

がら、結核の正 しい知識を

周知 し、注意喚起を行 う。
チーバ君、シール坊やが登

場することにより、多くの

利用者の注目を集め、結核

:響 モl未

関心を得ることが

|



提  言
○ 型正国二人使生回んでの

朝食全_」国連総会結核

と展望への共催

ST3J、  GTBC σ)

しNHLIHC、 G20への 提 言

をコメント

共 催 :JCIE、 AF
J、 JATA、 STBJ
目的 :

2018年 9月 の「国連結核
ハイ レベル会合」 (HLM―

T3)に関わつた日本の関

係者が、政府 と民間それ

ぞれの立場で得た学び、

課題 と展望を共有する。
2019年 9月 に開催される
「UHCに 関する国連ハイ
レベル会合」 (HLM―UHC)

に、 日本として HLM―TB

の成果や経験をどうつな

げるべきかを協議する。

G20大阪サ ミット首脳宣

言に「結核」を残すこと
への努力

と

の と面談

O C20サ ミッ トにおいて、

G20へ向けたポリシーパ

ックを C20代表が
へ提出

O G20大 阪サミット首脳宣

塾 こ二生核上が△ゑ。

国際保健 32パ ラグラフ

(前略)我 々は,ポ リオ

を撲滅 し,エイズ,結核

及びマラリアの流行を終

わらせるとのコミットメ

ン トを再確認するととも

に,世界エイズ 。結核・

マラリア対策基金の第6

次増資の成功を期待す

る。

提 出

連予算要望

書の厚労省、外務省への

/\4 V.s) の学び´ 、

2020年結核 /26、  27

/1

/26

4月

′/29

レポール麹

サファイア

議院会館

生労働省

務省

務省

大 阪

般

般

般

般

般

09



O G20保健大臣会合 成果

・GI1/1DI外 務省懇談会での

提言
・世界結核議連共同議長

Nick Herbert議員来 日

、

との面談

と面談

(GI1/1DI有 志 STBJ)

O G20保 健大臣

(保健大臣会合 10/29-

20)

パラグラフ 11
HIV/エ イズ、結核、マラ

リアの終息へ向けたコミ

ッ トメン トの再確認 と各

国、ステークホルダーヘ

の努力を促す。 国連総

会結核ハイレベル会合政

治宣言のコミットメン ト

の再確認。 第6次 グロ

ーバルファン ド増資会合
の成功を歓迎。
パラグラフ 52
AMRの 研究開発の文脈

の中で結核を明記

○ ス トップ結核ジャパン

フォローアップ会合

議題 ス トップ結核ジャ
パンアクションプラン改

定

とへの努力

文書へ 「結核」を残すこ

会合成果文

」が入る書に 「結

10/2

10/20

11/18

/12

/17

務省

議院会館

生労働省

核予防会

岡 山

般

般

殉;ヒ

一般
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IL ○ 型NDP 「医療技術の

イノベーション

ス向上 と提供のパー トナ

ドテーブルに参加

TICAD7 公式サイ ドイベ

デ.ジ タルヘルス/データ
イノベーションの最前

結核予防会(JATA),三菱しFJ

リサーチ&コ ンサルティン

グ(MURC),

ス トップTBパー トナーシッ

プ(STBP),国際エイズワク

チン構想 (IAVI),日 本 リザ
ルツ,国際協力機構

(JICA),ス トップ結核パー

トナーシップ日本 (STBJ)

的

結核対策にかかるデジタル

技術へのステークホルダー

の理解向上、多分野からの

興味醸成。

デジタル技術活用の可能

性、重要性、課題について

議論する。

O TICAD7 公式サイ ドイベ

ン上_「GGO+フ ォーラ

ツ主催_へ出席

O TICAD7 Gaviワ クチンア

O Ш10｀ 世界会議と並行開

催の GTBCア ジアパシフ

ック会議への出席

ン ト

線」_を開催。

日本 リザル′、@TICAD71

備会合へ出席

「結 における核

イ

ウン

アクセ

― シ プ

ライアンス 3生増資準

」 二

会・ラ

/13

/28

/29

8/30

10/1

シヾ フ ィ コ横

シヾフィコ横

シヾフィコ横

連大学

ン ド

浜

般

般

一般

般

　

　

　

般

1,782



協力・調整 309

育 成 309
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2019毎 皮――活―――動
~~計 算

~ ~菫 ~~~~

日ヨ

目 2019手 1月

[税 込](単位 1円 ,

三 2019年 12月 31日
ス ぃァプ結卜′パー ト十一シップ日 本 1日

【経常1又歴 l

【受取寄け全】
受取奇け全

【その(直収益】
受取 利息
肛 llえ 益

経常収益 計
【経常費用 l

【事業費】

`人
件費 )

給十1 手当(事業)

通 勤 費 (事業)

法定福利費 (事業)

人件費計
(そ の他経費)

会 議 費 (事業 )

旅費交通費 (事業)

通信運殿費 (事業 )

消耗品 費 (事業)

リース 料 (事業 )

会 場 費 (事業)

支払手数料 (事業)

支払寄付金
雑   費 (事業 )

その他経費計
事業費 計

【管理費】
(人 件費 )

給料 手当
通 勤 費
法定福利費

人件費計
(そ の他経費)

会 議 費
通信運搬費
水道光熱費
地代 家賃
リース 料
支払手数料
雑   費

その他経費計
管理費 計

経常費用 計
当期経常増減額

【経常外収益】
経常外収益 計

【経常外費用】
経常外費用 計

税引前当期正味財産増減額
経理区分振替額

当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

5,766, 100

216
219.391

5,985,710

2,160,000
169,320

129.366
3,053,686

53,889
33,114

486,407
48,323

373,248
291,600

8,056
400,000
82.074

4,835,397

510,000
29,880
75.770

645,650

5,832

22,674
99,971

700

349

512

461

１

４
●

１

へ
０

319.499

995, 149

5,830 546

155,164

0

0

155,164
0

25
155,164
516,788

1,776.711

___望 塑塾坐≧



2o(q午友 貸 借 対 照 表
ス

|ヽ ッサィ計´′、一 卜十~ン ツフ■ 本
全事業FF

[税 込](単 1立 1円
.

21)19手 12月 31日 現 在
資
~雇

の 部 負 頂 止 味 整 産 の 部
目 師

Л 貞 E
(現全・預全,

現   全
普通 頂全
振昔 貯金

現金・預金 計
(売上責陸)

未 収 全
売上債陸 計
(剛卸資産 )

貯 蔵 品

剛卸資産 計
(そ の他流動資産)

仮 払 金
その他流動資産

149

039

120

308

６
〕

０
り

一
ｒ

183

183

2,625

2,625

計

49,800
■9,800

26.023,916流動資産 ^、

額

金

金

払

り

未

預

２

４

６動 員

の 356 964
の

正味財産 1

前期繰越正味財産額
当期正味財産増減額

25,516,738

155, 16‐ 1

25.671,952正味財 計

_二士==ま
財産の都合π

~'τ~
25 671 952

の _1    26「028,916 ・負積・ 正味財産の部合計 :■ .| :26r028,916

_ 
…

今

貝^動法
帆

計



2ct\ f+lT
財務諸表の注記

ス 。 ,′
ブ結■パー ト十~ン ツプ 日本 2019年 12月 31日 現 在

【重要な会計方針】
財務諸表の(1成 は、NPO法 人会計基準 (2010年 7月 20日

会計基準協議会)|こ よつて |′ 三`十,

、1).消 費税等の会計処理
消費脱等の会計処理 ,■ 、税込方式 |二 よっています。

【事業費の内訳】
事業費の区分は別紙の通りです。

【使途等が制約された寄け等の内訳】

〔役員及びその近親者との取引の内容】
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

[■

`](ユ
|よ :円

ヽ
科 目 嗜 J肛 :tLされた0■ 内■■■0〔■彗を

"取
,[

(活動計算書)

受取寄「什金

活動計算書計

5.766.100 100.000

766.1000 100.000

2017年 12月 12日 最終改正 NPo法 人

:■ .ζ lュ |二  月

内容 期首残高 ‐当期増加額 当重」少額 期末残高 r■ 備考
耐性借該新薬蘭発基金

え、■■

11,9ら 8,680 0 40,000 11,928,680

14.968.680 0 10.000 11.923.680



2otc 4 L
事業費の内訳 (別紙 )

ス Pッ フ・結レノヽ一 トナ~ン ップ 日+‐
+｀ 2()19竿 12 Fi 31日 現在

`[.2)
■ o  世 1 円

科 目 啓 発 調 業 提言事 成

94.3,

69,

176.

720

79S

1■16, lo3

60,526

153.4.34

139,231

13.()25

33.029

389.231

13.025

33.029

189,231

13.024

33.026
1.192.672 960.163 235.2S5 435.285 235.231

12,736

189,762

lS,586

143.557

291,60`〕

3. 165

74.51)8

53,S39

12,736

tS5.102

18,586

113,557

400,000

1.692

37,081

3,717

213,711

611

93S

ユ

● 2,54丁

37,081

3,717

23,711

611

938

2,543

37.0131

3,717

28,712

612

938
733.974 821,919 73.608

(人 1牛 貴,

給十}手 当(事業)

通 勤 費 (事 業)

法定吾利費 (事 業 )

人件費計

(そ の他経費 )

会 議 費 (事 業 )

旅費交通費 (事 業 )

通后運搬費 (事 業)

消託品 費 (事 業)

リース 料 (事 業)

会 場 費 (事業 )

支払手数料 (事 業 )

支払寄 f■ 金

雑   費 (事 業 )

その他経費計

合計 1.926.616 308.890 50S.890 308.889□ □団■
■■□団田■□□目

(2/2) :籠 .さ]t■ 1土 ,円′

一 ‐科 目・・=
―・ 合計=・

(人 件費)

給料 手当 (事業 )

通 勤 費 (事業 )

法定福利費 (事 業 )

人件費計

(そ の他経費)

会 議 費 (事 業)

旅費交通費 (事業 )

通信運搬費 (事 業)

消耗品 費 (事業 )

リース 料 (事業 )

会 場 費 (事業 )

支払手数料 (事業 )

支払寄付金

雑   費 (事 業 )

その他経費計

合計

2.460,000

169,320

429,366

3.058,686

53,

33,

486,

13,

373,

291,

8,

400,

82.

889

114

407

323

218

600

056

000

1,77ら,711

4.835.397

交流事業



2019年晨
ス

)ヽ /ブ栢トウ′(一 トナ~ン
,′ ブ日本

全事業

財 産 目 録

P

[税 込](単 位 :日 ,

2019手 12月 31日 現在
′D ,ソ

【流動費産】
(現 全・預全)

現   全

行

　

行

行

銀

行

銀

銀

全

よ
銀

友

友

円

頂

ち

な

住

住

本

　

う

そ
井

井

日
通

ゆ

り
三

三

立
日

27,119

(27.149)
25,365,039

(536.555)
九段支店
神保町支店
助成

(18,

(23,909,

(900,

581.

5)

8)

1)

0
一一
ロ全

全

預

＞

全

貯

・
隆

金

債

収

替

現

上

振

　

売

未

25,976,30S

従業員
売上責権 計

(朋 卸資産)

貯 蔵 品

朋卸資産 計
(そ の他流動資産 )

反 払 仝
従業員交通費
その他流動資産 計

流動資産合計
資産の部 合計

【流動員債】

替
助

健康保険
介護保険
厚生年金
雇用保険
流動員債 計
負債の部 合計

正味財産

183

(183)

183

´
り

´
０

19,800
(49,800)

49,800

黎部四獅漁知
鯉
剛
鰤

，

一

，
―

一
〇

１
一

一０
・

，
ヽ

６

一
●

，

７

８

８

８

２

ぐ

４

く

２

１

ぐ

　

て

　

‘

金

立

補

金

員

他

払

業

の

り

従

そ

未

　

　

預

《負債の部》

26.028 916

356,964
356,964

25,671.952

ズ







書式第 19号 (法第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿
2019年  12月   31日 現在

特定非営利活動法人ス トップ結核パー トナーシップ日本

氏   名 住 所 又 は 居 所

1

伊東則彦

2

土井教生

3

佐久間信行

4

島村珠枝

5

佐々木昌茂

6

河尻 克秀

7

小林 智子

8

大西 誠

9

篠崎智子

10

田丸 亜貴

11

藤野 いくみ

12

島田  昌裕


